
様式第７号（第21条関係）

番　　　　　　号

令和　7年　6月　30日

　佐賀県県民協働課長　様

佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による

寄附金活用実績報告書

令和６年度において、当団体に交付された佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」を活
用して別紙のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金（「県民協働の地域づくり」及び
「ＮＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱第21条第１項の規定により提出します。

代表者職･氏名

佐賀県唐津市材木町２２３８番地

一般社団法人キラキラヒカル

代表理事　田中　雅美

団 体 名

住 所

電 話 番 号 8017029031



様式第７号（第21条関係）別紙

１ ：

２ ：

３ 　（※事業計画書から転記）

４

５ ： （別記１）

６ ： （別記２）

７ ： （別記３）

寄 附 金 活 用 事 業 実 績

次年度繰越額活用見込み

寄 附 金 活 用 額

令和６年度 佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による寄附金活用実績報告書

団 体 名

事 業 実 施 期 間

事 業 の 背 景

■事業の実施により実現したい佐賀県の地域像

18歳未満の子どもを対象に子どもの居場所を開催。
居場所では、自由な時間を過ごし、おやつや補食の提供も行う。また、希望があれば、学習支援や
食材配布、不登校支援も行う。子どもたちは「ありのまま」の自分で放課後を過ごし、お腹をみた
しながら、安心・安全の見守りの中で、地域によって育つことができる。

事 業 の 成 果

令和　6年　4月　1日　から　令和　7年　3月　31日

一般社団法人キラキラヒカル

①県民の便益にどのようにつながったのか

この活動を行うことにより、子どもたちの放課後の時間に選択肢が生まれ、自分に合った居場所を
見つけることにより、孤立、貧困等の支援につながりまた、その家庭へと繋がることができ、家庭
丸ごとの支援体制を構築できた。

②佐賀から広がった社会像（該当する活動のみ）

どんな境遇の子どもでも安心して暮らせる地域つくり



（別記１）寄附金活用事業実績

○寄附金を活用して行った事業（GCFを行った場合は、GCF名とその内容を記載）

計 3,039,000 109,556

①実施日時
②実施場所

事業費の
支出金額

［単位：円］

うち寄附金
活用額

［単位：円］
事業名

具体的な事業内容
①目的②対象者③実施内容

①月・水・金を基
本に月10～12回
13：15～19：00
②実施場所
唐津市鏡1534-7

3,039,000 109,556
どんな境遇の子ど
もでも安心して暮
らせる地域つくり

①子どもたちが「ありのまま」で居ら
れる居場所の提供及び食支援
➁18歳未満の子ども
➂専用の施設にて子どもの居場所の開
催及び食支援・相談業務



（別記２）次年度繰越活用見込み

○次年度に繰り越した寄附金の活用見込み

計 0 0

具体的な事業内容
（予定）

①目的②対象者③実施内容
事業名

①実施日時
②実施場所
（見込み）

事業費の
支出見込み額
［単位：円］

うち寄附金
活用見込み額
［単位：円］



（別記３）寄附金活用額

【収入】佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　①（＝Ａ＋Ｂ）

本年度の佐賀県ふるさと寄附金収入額　…　Ａ

本年度交付を受けた佐賀県ふるさと寄附金分

前年度控除額（県事務経費）還付分

前年度収入済の佐賀県ふるさと寄附金繰越額　…　Ｂ

【支出】佐賀県ふるさと寄附金活用額…　②（＝a＋b）

事業に活用した寄附金額　…　ａ

ふるさと納税の募集に要した費用の額　…　ｂ

返礼品等の調達に係る費用

返礼品等の送付に係る費用

広報に係る費用

事務に係る費用

佐賀県ふるさと寄附金の次年度繰越額　…　③（＝①－②）

■直近の収支報告書掲載箇所（ホームページURL等）

https://kirakira-hikaru.net/
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